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電気設備改修工事特記仕様書

　Ⅰ　工事概要

１．工事名

２．工事場所

３．敷地面積

４．構造規模

棟 名 称

構　　造

階　　数

建築面積

延床面積

　　・ 地表面粗度区分  ・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　Ⅱ　工事種目

ＲＣ造

　( ・ 印適用)

工事種目 摘要 工事種目 摘要

・ 幹線設備

・ 電灯設備

・ 動力設備

・ 受変電設備

・ 発電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 誘導支援設備

・ テレビ共同受信設備

・ テレビ電波障害防除設備

・ 監視カメラ設備

・ 防犯・入退室管理設備

・ 雷保護設備

・ 拡声設備

(令和６年改訂版) ※令和６年１０月１日以降適用

 注 1　表示板は、風圧に耐えるように配慮すること。
　　2　地色はﾏﾝｾﾙ記号１ＧＹ７.５/８とし黒文字(角ゴシック)で表現する。
　　3　建築主は、契約担当者名とすること。
　　4　表示板の大きさ
　 ※１号(横１８０cm×縦９０cm) 　・ ２号（横２４０cm×縦１２０cm）
　 ・３号(横３６０cm×縦１８０cm) ・ その他（　　　　　　　　　）
　 　建設リサイクル法遵守指導としての「届出（通知）済シール」を建設業許可
 　標識等に貼り付けること。

２ 土工事 １ 本工事の掘削,埋戻しは次による。
(1)掘削及び埋戻  　掘削　：　　 ※ 機械堀り　　 ・ 手堀り
　し 　 埋戻し：　　 ※ 山砂　　　　 ・ 根切り土(良質土を使用)

<1-2.3.1>
(2)建築発生土の 　本工事より発生する建設発生土は、次の場所に搬出するものと想定している。
　処理 　工事発注後に明らかになった事情で、予定した条件により難い場合は、別途

協議する。
・ 構外指示の場所へ搬出 搬出先、距離　（　　　　 　km）
※ 構内指定箇所へ敷きならす 指定箇所　（ 　　　　　　）
・ 構内指定箇所へたい積する 指定箇所　（ 　　　　　　）

３ 電気工事
(1)呼線の挿入 　本工事で通線しない新設管路には呼線を挿入する。 線種はＥＭ-ＩＥ絶縁電線

１.６mm以上とする。 <2-2.2.9>

(2)接地極 　特記なき接地極仕様は下記による。　

 接地の種別 記号 　接地抵抗  　　　　接地極仕様

 雷保護用接地 ELA  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 共同接地 EADLH  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 共同接地 EACD  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 Ａ種接地 EA  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 Ｂ種接地 EB  Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 Ｃ種接地 EC  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 Ｄ種接地 ED  100Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 漏電遮断器回路 EEL  500Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 構内交換機（陽極用） Et  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 本配線盤の保安装置 EAt  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 電話引込口の保安器 EDt  100Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 アンテナ保安器 ELT  100Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 拡声用増幅器 EDα  100Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 防犯装置用 ES  Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 測定用 EO 　――  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

 避雷器用（低圧用） ELL  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 避雷器用（高圧用） ELH  10Ω以下  ※ 接地銅板  ・ 接地棒

 避雷器用（モデム用） EMD  100Ω以下  ・ 接地銅板  ※ 接地棒

(3)埋設帯及び埋 　埋設配管配線路には, 埋設表示用テープ(ビニル製折り返し付)及び埋設標柱
　設標柱 （舗装部分は埋設ピンとする)を敷設する。(高低圧、通信共）

（用途、電圧種別等の表示をする。 ）
<2-2.13.4>

(4)プレート 　※ 金属製（ステンレス、新金属を含む）　　　 ・ 樹脂製

(5)プレートの用 　器具を実装しないものについては,用途を示す略標を付ける。
　途表示
(6)ケーブルマー 　ハンドホール内の用途別のケーブルマークの色別は次による。
　クの取り付け 　用途 地　色 文字色

　高圧 赤 黒

　低圧 白 黒

　動力 青 白

　通信 黄 黒

　火報 だいだい 黒
<2-2.2.10>
<2-2.13.6>

(7)盤名称などの 　各盤には上部に名称，下部に盤記号のネームプレートを取り付ける。
　表示 プレートは樹脂製（文字彫刻）とする。ドア裏面又は保護版表面の請負者銘板に

は、標準仕様書に記載されている内容を明記する。
プルボックスには用途を示す略標をつける。

(2-1.12.8)
(8)標準色 盤等の塗装色は特記なき場合製造者標準色とする。

(9)電線・ケーブ 「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、ケーブルを使用する。
　ル

(10)合成樹脂可 　合成樹脂可とう管はＰＦ管（一重管）とし,温度による分類はタイプ２５とす
　とう管 る。また、 合成樹脂可とう管に使用する位置ボックスは、原則として樹脂製と

する。
(2-1.2.2)

(11)配管等の塗装 金属管の塗装箇所は図面特記による。
<1-2.7.1>

(12)耐震施工 　設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版（独立行政法人
建築研究所監修）」による。
　イ）耐震安全性の分類
　　　※ 特定の施設　　 　　・ 一般の施設
　ロ）地域係数Ｚ
　　　※ １．０　　　　　   ・ その他（　　　　）

(2-2.1.13)
(13)他工事との 　特記なき場合は下記による。(●印適用)
　調整

区分 電気 機械 建築 種別

 梁,床,壁貫通部  補強 ●

 スリーブ ● ●

 壁埋込型機器類  補強 ●

 仮枠 ● ●

 切込 ●

 補強 ●

 墨出 ● ●

 別途機器への接続 ●

 防火戸閉鎖装置 ●

 電動ｼｬｯﾀｰ  閉鎖装置 ●

 自動扉  二次側配線,操作スイッチ ●

 二次側配管 ●

 軽量鉄骨壁の機器取付用の補強 ● ●

 吊りボルト用インサート ● ●

 (2-1.7.6)

(17)あと施工ア 　１　あと施工アンカー　※ 接着系アンカー（接着剤は有機系とする）
　ンカー 　　　　　　　　　　　　※ 金属拡張系アンカー（※本体打込み式）

　２　試験等　　　　　　性能確認試験　　※ 行わない　　・ 行う
　　　　　　　　　　　　施工後確認試験　※ 行う　　　　・ 行わない

<1-2.12.3>
施工後確認試験は、「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)
(令和４年版)」８章１２節７項による。

(18)再使用機器 　取外し再使用機器は絶縁抵抗測定のうえ,清掃後取り付ける。

　ケーブル配線工事において壁体内及び立ち上がり、立ち下がり部は電線管保護
のこと。 <2-2.16.4～.5>

(20)スリーブ材 　１　水密を要する梁、床、壁のスリーブ 
　　　※つば付き鋼管製  ・ 亜鉛鉄板製 
　２　上記を除く箇所のスリ－ブ
　　　※紙スリーブ  ・ 鉄板スリーブ 

<1-2.10.1>
　既存コンクリート床・壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモン(21)はつり
ドカッターによる。
　Ｘ線検査　　※ 行わない　　・ 行う

(22)撤去後の補 　機器撤去後の天井、壁、床等の補修は既存仕上げと同等とする。
　修

１ 盤類の表示他 各盤には標準仕様書記載の他に下記の表示を行う。
　(1)　結線図等の縮小図を添付する。（扉裏面にカードケース貼付）

３
　
　
　
各
　
　
設
　
　
備

　(2)　接地用端子を取り付ける（図面特記による） (2-1.7.8)
(2-1.12.8)

２ 予備配管

３ ＬＥＤ照明器 制御装置記号が特記されていないものは「一般(ＬＮ)」とする。
　具

４ 屋外灯 １　点灯方式：　※ 自動点滅器＋タイマー　  ・ 自動点滅器
２　ポール内開閉器（配線用遮断器又はカットアウトＳＷ）
　　　　　　　　※ 設ける　　　　　　　　　・ 設けない
３　地中配管等からの防湿処理
　　　　　　　　※ 施す　　　　　　　　　　・ 施さない

(2-1.4.2)
５ 照度測定試験 一般照明の照度測定　　・ 行わない　　※ 行う

　測定方法はJIS C 7612 「照度測定方法」による。
　これにより難い場合は監督員と協議による。

<2-2.19.2>
６ 総合調整 各機器の個別運転後に下記の総合調整を行う。

　・ 照明装置　　　・ 受変電設備　　　　　・ 発電設備
　・ 構内交換工事　・ 構内情報通信網設備

<2-2.19.2>

　Ⅳ　配線図記号

　　配線用図記号は、標準図及びJIS C 0303による他図面特記による。

　Ⅴ　機器取付高さ

　　機器取付高さは下表を標準とする。ただし、これによりがたい場合には監督職員との協議による。

　　　　名　　称 測　点 取付け高さ(ｍｍ)

共
通

取引用計器 地上～窓中心 １,８００～２,０００

床上～中心分電盤 １,５００
〃スイッチ  (車椅子用) １,１００～１,２００
〃　　　    (一般) １,２００
〃　　　　  (和室) １,２００

コンセント(一般) 床上～中心 ４００
　　　　  (和室) 〃 ２００

電
   灯

　　　　  (台上) 台上～中心　 １５０
　　　　  (厨房) 床上～中心 ８００～１,０００
　　　　  (車庫) 〃 １,２００
　　　　  (機械室) 〃 ５００～１,０００
　　　　  (車椅子用) 〃 ３５０～４００
ブラケット(一般) 床上～中心 ２,１００～２,７００
　　　　  (踊場) 〃 ２,５００
　　　　  (鏡上) 鏡上端～中心 １５０
表示灯　　(車椅子用) 床上～中心 １,５００

動
力

床上～中心 １,５００壁掛形制御盤
〃 １,５００開閉器箱
〃 １,２００制御用スイッチ

電
話

床上～下端 ３００端子盤（廊下、室内）
床上～中心 ３００壁付アウトレット(一般)

〃 ２００　　　　〃　　　(和室)

時
計
拡
声

床上～中心 １,５００壁掛形親時計
〃 天井高×０.９壁付子時計
〃 天井高×０.９壁掛形スピーカ
〃 １,２００壁付アッテネータ

床上～中心 １,５００表示盤
ベル、ブザー、チャイム 〃 ２,７００

誘
導
支
援
機
器

壁付押しボタン　（一般） 〃 １,２００
　　　　　　　　（車椅子玄関） 〃 １,１００
　　　　　　　　（多目的トイレ） 〃 ９００
呼出し表示灯  　（車椅子用） 〃 ２,３００
壁付インターホン（一般） 床上～中心 １,２００
　　　　　　　　（車椅子用） 〃 １,１００
壁付アウトレット（一般） 〃 ３００
　　　　　　　　（和室） 〃 ２００

テ
レ
ビ

機器収容箱 天上～上端 ２００
テレビ端子(一般) 床上～中心 ３００
　　〃 　（和室) 〃 ２００

受信機・副受信機 床上～操作部 ８００～１,５００
防
災
機
器

機器収容箱 〃 ８００～１,５００
ガス検知器（ＬＰＧ） 床上～上端 ３００
都市ガス用検知器（軽質） 天上～上端 １５０
都市ガス用検知器（重質） 床上～上端 ３００

　Ⅵ　照明器具表

　　公共建築設備工事工事標準図（電気設備工事編）（平成３１年版）によるほか図面特記による。

　Ⅶ　官公署届け出書類

　　1　　電力関係
　　　・ 工事計画届け
　　　・ 使用前検査申請
　　　・ 電気使用、変更申し込み
　　2　　消防関係
　　　・ 消防設備等着工届け ・・・・・ 自動火災報知設備
　　　・ 消防用設備等設置届け ・・・・ 自動火災報知設備、ガス漏れ火災報知設備、非常警報設備、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　誘導灯設備、非常放送設備、非常コンセント設備等
　　　・ 設置届け ・・・・・・・・・・ 発電設備、変電設備、蓄電池設備

  (2)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少
 　　ない材料を使用する。
  (3)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチル
　　　 ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されてない
　　　 材料を使用する。
  (4)　(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、
　  　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散
　  　が極めて少ない材料を使用したものとする。

　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対
象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又
は④に該当する材料を指す。
  ①　建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホル
　  ムアルデヒド発散建築材料以外の材料
  ②　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受け
　　た材料
  ③　建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建
　　築材料
  ④　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受け
　　た材料

16 石綿作業主任 配置する
　者 　特定石綿等（アスベスト）の存在が想定される建築物の改修にあっては労働安

全衛生法、同施工令及び石綿障害予防規則に従い、建築物等の解体等の作業にお
ける石綿ばく露防止対策を実施し、健康障害の予防対策の一層の推進を図ること。

17 施工調査 ※ 改修標準仕様書による <1-1.5.1～.2>
・ 施工計画調査　　　　　　　　　　　・ 事前調査
 　（調査項目　・ 図示 ・　　　）　     （調査項目　・ 図示　・　　）
 　（調査範囲　・ 図示 ・　　　）　     （調査範囲　・ 図示　・　　）
 　（調査方法　・ 図示 ・　　　）　     （調査方法　・ 図示　・　　）

18 工事写真 工事中、完成時ともカラー写真とする。

 分類  規格  撮影箇所  提出部数

 着工前  サービス版  工事写真の撮り方建築編

 工事中  サービス版  工事写真の撮り方建築編

 完成時  ・ サービス版  工事写真の撮り方建築編

 ・ キャビネ版  同上

 営繕年報用  ・ キャビネ版  外部１枚、内部１枚

　この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数。また、上記の
写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督職員の指示による。

19 完成図書その ※完成検査後に次の完成図等を速やかに提出する。 <1-1.11.1～.3>
　他   (1）完成図書（提出様式は監督職員の指示による。）

  (2）完成図及び施工図（現寸）二つ折りに製本したもの
  (3）完成図及び施工図Ａ３版縮小図を二つ折りしたもの
  (4）保全に関する資料
  (5）電子納品対象工事にあっては電子媒体
  (6）その他監督職員が指示したもの
※附属品、予備品、保守工具等は引継目録を添えて提出する
※カギ等の表札札は樹脂製（市販品）とする

20 電子納品等 電子媒体（監督職員提出用）      （        部  ）
電子媒体に格納するもの
　1　完成図　（　ＣＡＤ　　ＰＤＦ）
　2　監督職員が指示した図面等
　3　完成写真（主要な機器等の外観写真10枚程度）
　4　官公署届出書類
　5　工事概要ファイル
　6　各種工事関係資料

　受注者は、次により電子納品を行うものとする。
　ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りではない。
 (1)　完成図等の取扱は、「官庁営繕事業に係わる電子納品運用ガイドライン
　　（営繕工事編）、営繕工事電子納品要領　【令和４年改定】及び「官庁営
　　繕事業に係る電子納品運用ガイドライン等の秋田県運用」（以下、「要領
　　等」という。）による。「要領等」で特に記載のない項目については、原
　　則として電子データを提出する義務はないが、「要領等」の解釈に疑義が
　　ある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するものとする。
 (2)　電子データは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに基づいて
　　作成すること。
 (3)　設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協
　　力すること。

21 契約不適合 　契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合を行うので受注者は
　点検 立ち会うこと。

22 環境への配慮 　受注者は監督職員と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に公共事業に反
映させるよう努めなければならない。

23 電気料金等 受電から引き渡しまでの電気料金　　　　　 ※本工事　　 ・ 別途
工事着手日から引き渡しまでの保安業務費　 ※本工事　　 ・ 別途

24 快適トイレ導 　(1)設置に要する費用は、当初は計上していない。
　入対象 　(2)受注者は、快適トイレの設置にあたっては、「快適トイレ実施要領」に基

 　づき、監督職員協議の上、規格、基数等の詳細について決定することとし、
 　精算変更時において、支出実態のわかる資料により、設計変更の対象とする。
 　なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基/工事までとする。
 　また、運搬費は共通仮設費(率)に含むものとし、２基より多く設置する場合
 　や、積算上限額を超える費用については、別途計上は行わない。

25 法定外の労災 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。
　保険

１ 仮設工事
(1)工事用水及び 工事用水　　構内既存の施設　・ 利用できる（※有償　・ 無償）
　電力 　　　　　　　　　　　　　　・ 利用できない

工事用電力　構内既存の施設　・ 利用できる（※有償　・ 無償）
　　　　　　　　　　　　　　・ 利用できない

<1-2.2.4>
(2)足場等 ・ 内部足場　　・ 脚立、足場板等　　・ その他（　　　　　　）

・ 外部足場　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

　足場を設ける場合、改修標準仕様書によるほか、設置においては、「手すり
先行工法よる足場の組み立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式
又は(3) 手すり先行専用足場方式により行うこと。
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  (1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤ
　　 Ｆ、パーティクルボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、
　　 保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、アセトアルデヒド及びス
 　　チレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で設計図書等に規定する
　 　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

２
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工
　
　
事

建設副産物情報交換システム（COBRIS）の利用
　※ 適用する  ・ 適用しない
　本工事では、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、
　アスファルト混合物等で次表の建設資材を工事現場に搬入する場合には、
　「再生資源利用計画書」を建設副産物情報交換システム（COBRIS）により作
　成し、施工計画書に含めて監督職員に提出する。また、「再生資源利用計画
　書」作成後、速やかに監督職員へ提出し、その内容を説明のうえ、工事現場
　の見えやすい場所に掲示する。 <1-1.3.9>

　　次の各号の一に該当する建設資材を搬入する工事
　　　１ 体積が５００ｍ3以上である土砂
　　　２ 重量が５００ｔ以上である砕石
　　　３ 重量が２００ｔ以上である加熱アスファルト混合物
　　　４ 重量が５０ｔ以上であるコンクリート
　　　５ 重量が５０ｔ以上であるコンクリート及び鉄から成る建設資材
　　　６ 重量が１０ｔ以上である木材
　　　７ 重量が０.１ｔ以上である塩化ビニール管・継手
　　　８ 重量が０.１ｔ以上である石膏ボード

搬出する建設発生材
　　本工事では、建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート
　殻、建設発生木材、建設汚泥または建設混合廃棄物等で次表の建設発生材を
　工事現場から搬出する場合には、「再生資源利用促進計画書」を建設副産物
　情報交換システム（COBRIS）により作成し、施工計画書に含めて監督職員に
　提出する。また、その内容を説明のうえ、工事現場の見えやすい場所へ掲示
　する。
　　加えて、建設発生土を搬出する工事において、「再生資源利用促進計画」
　を作成する場合は、以下の各項目に関しても実施するものとする。
（１）500m3 以上の建設発生土を搬出する工事においては、「土壌汚染対策法
　の手続き状況」及び「建設発生土の搬出先における盛土規制法などの各種法
　令に関する許可状況等」を事前に確認し、その結果を「再生資源利用促進計
　画」の添付資料とし監督職員に提出し、その内容を説明のうえ、工事現場の
　見えやすい場所へ掲示しなければならない。確認結果表作成に当たっての解
　説及び様式については、秋田県技術管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用につ
　いて」によるものとする。
（２）500m3 以上の建設発生土を搬出する工事においては、建設発生土を運搬
　する者に対し、搬出先の名称・所在地及び搬出量並びに（１）に関する内容
　を所定の様式（秋田県技術管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用について：土
　砂搬出に関する通知書）により通知しなければならない。なお、内容に変更
　があった場合も同様とする。
（３）建設発生土を計画に記載した搬出先へ搬出したときは、所定の様式（秋
　田県技術管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用について：土砂受領書）により
　速やかに搬出先に受領書の交付を求め、搬出先が計画と一致することを確認
　するとともに、受領書の写しを工事完成後 5 年間保存するものとする。

産業廃棄物税
　本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄
　物については、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。

９ 概成工期 工事期限より（　　）日前 <1-1.2.1>

10 女性技術者活   発注者指定型
　躍モデル工事     (1)モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施
　の対象 　     要綱」に基づいて実施するものとする。

    (2)快適トイレ(女性専用)の設置に要する費用は、共通仮設費に計上してい
     　るが、「快適トイレ実施要領」に基づき、設計変更の対象とする。
    (3)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用について
     　は、それを証明できる書類の写し（実際の取引伝票等）を監督職員に提
     　出するものとし、その費用については設計変更の対象とする。
  受注者希望型
    (1)本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型）であるた
　     め、女性技術者登用を希望する場合、発注者と協議を行い、実施につい
　     て発注者が認めて指示した場合は、本工事をモデル工事として扱うもの
　     とする。
    (2)モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施
   　　 要綱」に基づいて実施するものとする。
    (3)快適トイレの設置に要する費用は、「快適トイレ実施要領」に基づき設
     　計変更の対象とする。
    (4)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用について
　     は、それを証明できる書類の写し（実際の取引伝票等）を監督員に提出
     　するものとし、その費用については設計変更の対象とする。

11 電気保安技術 配置する <1-1.3.2>
　者
12 電気主任技術 既存施設の主任技術者　　　　　・ その他(         )
　者
13 施工条件 図示による

　工事中停止させない設備（　　　　　　　　） <1-1.3.3>

　　　１ 体積が５００ｍ3以上である建設発生土
　　　２ コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊または建設発生
 　　　　木材であって、これらの重量の合計が２００ｔ以上であるもの
　　　３ 重量が０.３ｔ以上である建設汚泥
　　　４ 重量が０.３ｔ以上である建設混合廃棄物
　　　５ 重量が０.１ｔ以上である金属くず
　　　６ 重量が０.１ｔ以上である廃塩化ビニール管・継手
　　　７ 重量が０.１ｔ以上である廃プラスチック
　　　８ 重量が０.１ｔ以上である紙くず
　　　９ 重量が０.１ｔ以上である廃石膏ボード
　　　10 重量が０.１ｔ以上である石綿

「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を作成した工事
　再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、工事完了
　後速やかに実施状況を記録した「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用

　　次の各号の一に該当する建設発生材を搬出する工事

　促進実施書」を監督職員へ提出する。また、計画及び実施状況の記録を工事
　完成後 5 年間保存するものとする。

14 機器及び材料 　本工事に使用する機器及び材料（以下「機材」という。）は、設計図書に定め
　の選定 る品質及び性能を有する新品とし、以下のいずれかに該当する新品ものとする。

また、石綿を含有しないものとする。 <1-1.4.2>
  (1) JIS及びJASマーク等の認証機関のマーク表示のある機材
  (2) エコマーク認定製品（(公財)　日本環境協会）
  (3) 秋田県認定リサイクル製品
  (4) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新年版）
　  （(一社)公共建築協会）（以下「評価名簿」という）に記載製品
  (5) 上記以外のもので以下のア～エの事項を満たすもの
  　ア　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
  　イ　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
  　ウ　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
  　エ　販売、保守等の営業体制が整えられていること。
　なお、(5)の材料を使用する場合は、ア～エの証明となる資料を監督職員に提
出して承諾を受けるものとする。
　また、参考型番が図示された機材は、当該商品または同等品を使用するもの
とし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けるものとする。

15 化学物質を
　放散する建築
　材料等

　建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の(1)から(4)まで満たすものとする。 <1-1.4.1>

<1-1.3.9>

<1-1.3.9>

　対象となる石膏ボード製品　　　　　　　 ・ 該当　・ 非該当
　　次に該当する場所は、指定する場所に処分すること。
　　＜対象となる石膏ボード製品＞
　　　小名浜吉野石膏(株)いわき工場
　　　昭和４８年～平成９年４月に製造されたもの
　　　日東石膏ボード(株)八戸工場
　　　平成４年１０月～平成９年４月に製造されたもの
　　指定する処分場所
　　　秋田県環境保全センター（大仙市協和上淀川）、　　km
　　  関連通知：平成９年７月１日営－５７６「廃石膏ボードの処理に
　　　ついて（通知）」

非常警報設備

　Ⅲ　電気設備改修工事仕様

１　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共
　建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下、改修標準仕様書という。）、
　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和 4 年版）」（以下、標準仕様書という。）、
　「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下、標準図という。）による。
２　特記仕様書の適用等
　（１）項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。
　（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印のついたものを
　　　　適用する。
　　　　・ 印と ※ 印が付いた場合はともに適用する。
　（３）特記事項に記載の（　）内表示番号は標準仕様書、＜　＞内表示番号は改修標準仕様書の
　　　　当該項目、当該図面又は当該表を示す。

章 項目 特記事項

１ 適用基準等 秋田県電気設備工事監督実施要領(秋田県建設交通部監修)(平成１６年版)
公共建築工事標準仕様書に基づく電気設備工事の施工管理（施工計画書作成要領）
（一般社団法人公共建築協会）（令和２年版）
営繕工事写真撮影要領（令和３年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）
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２ 工事実績情報 登録する
　サービス
(CORINS)への登録
３ 工事の余裕 ・ 発注者指定方式  ・ 任意着手方式
　期間  　適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

４ 技術者の責任 ※ 契約締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の
 　搬入又は仮設工事等が開始されるまでの間）については、主任技術者又は

 　ついては、契約締結後、監督職員と打合わせにおいて定める。
・ 契約締結後、 年 月 日までの期間については、主任技術者又は監理技術者
   の工事現場への専任を要しない。
※ 工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）
   事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は
   監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、
   完成検査確認通知書の日付けとする。

　　<1-1.1.4>

  工事の対象
５ 週休２日制 ※　発注者指定型

　　(1)本工事は、「秋田県週休２日制工事実施要綱」及び「秋田県週休２日制
　　　 工事に関する営繕課運用」に基づいて実施する。
　　　 なお、月別4週8休以上の現場閉所を行う前提で労務費を補正して積算し
 　　　ている。
    (2)現場閉所の達成状況が月別4週8休に満たない場合、その達成状況に
     　応じて請負代金額を変更する。

・　受注者希望型
　　(1)本工事は、「秋田県週休２日制工事実施要綱」及び「秋田県週休２日制
　　  工事に関する営繕課運用」に基づいて実施する。
　　　なお、4週8休以上の現場閉所を行うことを前提とした労務費の補正は行っ
　　　ていない。
　　(2)受注者は、契約後速やかに、週休２日への取組みについて監督員と協議
     　すること。
　　(3)現場閉所の達成状況に応じて請負代金額を変更する。

６ 施工中の安全 ※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年建設省告示第
 確保及び環境 　１５３６号）」に基づき、指定された建設機械を使用する。
 保全 ※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第２４７号）」に基づき、

　指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

７ 交通安全管理 　関係機関との協議
　・ 必要（関係機関：　　　　　　　　）　　・ 必要なし
　交通誘導員

   　（令和２年９月２９日）による。

８ 発生材の処理 　特定建設資材廃棄物の発生材の処理 <1-1.9.1>

　　種類 　再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

　　アスファルト塊

　　建設発生木材

　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理 <1-1.9.1>

　　種類 　処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

　　金属くず

　<1-1.3.9>

　<1-1.3.9>

　<1-1.3.7>

引き渡しを要するもの <1-1.9.1>
　特別管理産業廃棄物（ 　　　　　　）
　なお、ＰＣＢを含有する機器は、当該部分を取り外し、漏洩の恐れのない
　安全な容器に収め、所定の表示を行い、監督職員の指示に基づき施設管理
　者に引き渡すこと。

　現場再利用発生材　（ 　　　　　　）

 　監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日に

　設置 表示時期は工事着工時から完成時までとする。
表示板の形式

　工事名称

　構造・規模

　工事期間 　令和 　年 　月 　日 ～ 令和 　年 　月 　日

　建築主

　設計者

　工事監理者 　（外注委託の場合に記入）

　工事監督者

　工事施工者

(3)工事表示板の

電線管５１mm ２本を天井裏及びプルボックスまで配管する。

 自立制御盤の基礎 ●

 自立型アンテナの基礎 ●

 床点検口,天井点検口 ●

　注）複数箇所に●印のあるものは各工事に適用する。

　冷暖房機器付属の制御盤に対する起動停止命令、インターロック及び状態表示
などの配線、電動機容量については機械設備施工者と事前に打ち合わせること。

(14)保温.結露防 　外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板 (ポリスチレンフォーム等)打ち込
　止 み箇所に取り付ける位置ボックス等は保温、結露防止処理を行う。

(15)インサート 　鋼製とする。床板で保温材打ち込み部分は、断熱材用インサート（亜鉛メッキ
製品）を使用する。

<1-2.12.1>
(16)既設インサ ※ 使用しない　　　　・ 使用する
　ート及びアン <1-2.12.2>
　カーボルト

　有限会社　館設計一級建築士事務所

　北部斎場大規模改修工事

北部斎場大規模改修工事

 仙北市角館町鳥木沢１３３

  　 国家公安委員会規則第２０号）及び秋田県公安委員会告示第９４号
　 　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成１７年

　・ 配置する（ ・ 警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務 ・ 任意）

　・ 配置しない
　　（　　　　日×　　　人）

　　蛍光管

 秋田県環境保全センター・大仙市協和上淀川字雨池沢・40(km)

 豊興産株式会社・秋田市新屋鳥木町1-82-2・55(km)

１

斎場（既存）

１

斎場（増築）

6,455.33ｍ2

ＲＣ造

484.84ｍ2

347.11ｍ2

ＲＣ・Ｓ造

10.01ｍ2

33.19ｍ2

５．建物用途    建築基準法による用途（08620火葬場・と畜場その他の処理施設）

６．　　　　　　消防法施行令別表第１の区分（１６・ロ 火葬場）

　　・ 垂直積雪量（ ２ ）ｍ ・ 風速（Ｖｏ）：（ ３ ）ｍ/ｓ

　鉄筋コンクリート造　延380.30ｍ2

　大曲仙北広域市町村圏組合　管理者 老松 博行

　　建　築　工　事　の　表　示

　　廃プラ  　　〃　　　　　　　　・　　　〃　　　　　　　　・　〃

　　　 １部

　　　 １部

　　　 １部

　　　 部

　　　 部

監督職員が指定する箇所に一箇所設置する。（元請建築工事）

 天井埋込型器具類下地
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隣地境界線
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排水　仙北市桝へ
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増築部分1

99
0
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81

0

既存建物（ＲＣ造）

5,
57

5

既存側溝W300

既存浄化槽
撤去

新設浄化槽

増築部分2

TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
400

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

200

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

Ｅ-０２

TEL,光

1φ 3W 200-100V

3φ 3W 200V

引込コンクリート柱

（装柱図参照）

500W×200D×3600H　ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

壁貫通補修 100φ×3

電力柱
外ノ山線
14北10東7

ED
EM-IE 14ﾟ
(VE16)

EM-CE 3.5ﾟ-3C (FEP30)

以降平面図参照

Ｐ
Ｐ

TEL

玉碍子（中）

光用

低圧引込装柱参考図

※ 弱電用(VE28)と(FEP30)は異種管接続

1φ
3φ

予備

エントランスキャップ

低圧ラック金具、真棒Ｍ１２

支線ガード

２
，
０
０
０
程
度

支線アンカ－３号

コンクリ－ト根かせ

MCB MCB

1φ 3W 200-100V

電力より

3φ 3W　200V

電力より

Ｓ　　－　　１

引込開閉器盤　　　　　　屋外ＳＵＳ製防水型

Wh Wh

1L-1 1P-1

支線２２mm2

10
,0

00

コンクリ－ト柱 １０ｍ ３５０ｋｇ

引込開閉器盤　Ｓ－１
ステンレス製防水型

二種被覆可とう電線管

60
0

管上端

掘削良質土

埋設帯（Ｗ）

FEP管

600

掘削断面図　　S=NON

3P-225/125A 3P-225/225A

〔特記〕

１.動力契約容量が25kW以上(電灯含め50kW)になる場合、低圧受電が可能か電力会社と協議を行う。

　 49kW以下の場合は、引込開閉器盤Ｓ－１の電灯用開閉器(225/125A)を調整する。

　　　　 　　(FEP30)
　　　　 　　(FEP30)
　　　　 　　(FEP30)

TEL
光用
予備

EM-CET 100ﾟ　(FEP80)
1φ
3φ

配置図　S=1/200

ＥＳ

Ｎ

Ｗ

EM-CET 60ﾟ 　(FEP65)

S-1

２.記号　　は埋設標柱（ｺﾝｸﾘｰﾄ製）を表す。

46

32,300VA

EM-CET 60ﾟ  (HIVE70)
EM-CET 100ﾟ (HIVE82)
　 　　 　　(HIVE28)
　 　　 　　(HIVE28)
　 　　 　　(HIVE28)

電気設備配置図

屋外用金属ダクト（溶融亜鉛メッキ＋塗装仕上げ）

PB SS 100x100x100(SUSWP)

PB SS 100x100x100(SUSWP)

46.51kW
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

－ － 盤結線図 Ｅ-０３

　100

ポーチ・風除室照明

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃

1,000

1,0001,000

1,000

R1・R2 R3～R6　200　100

炉前ホール照明

1

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

2

4

6

8

12

10

14

16

18

20

22

24

　600

事務室照明･換気扇

炉前ホール照明･換気扇　300

　400納骨スペース照明･換気扇 炉室他照明･換気扇　300

待合ホール照明 待合室１・２照明

職員トイレ照明・換気扇 　300

　600　400

R7～R10

換気扇 　100

事務室コンセント 　200 事務室コンセント

事務室コンセント 事務室コンセント

1,100 事務室温水器コンセント

　200

事務室コンセント

事務室コンセント 炉前ホール他コンセント　600

炉室他コンセント 　300 　500 職員トイレコンセント

1,100 職員トイレコンセント　500

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

25

27

29

31

33

35

37

〃

〃

39

41

43 44

42

40

38

36

34

32

30

28

26

〃 〃

〃 〃

45

47

49

51 52

50

48

46

予備

　700

　700

待合室１コンセント

待合室２コンセント

　600

　600

予備

〃 〃
51 52

予備

予備

予備 予備

予備

職員トイレ温水器コンセント

男子ＷＣ温水器コンセント

〃 〃

(200V)

(200V)

(200V)

(200V)

　100

電力より

1φ 3W 200-100V

2P-20AT 2P-20AT
誘非常警報複合装置

ELB

ELB ELB

ＡＣ

予備

1

3

2

4

〃 〃(200V) (200V)

フル２線式リモコン用

電送ユニット

グループ制御可能

遅れ消灯タイマー×２

R1ポーチ、R2風除室用

リレー制御用Ｔ／Ｕ

（４Ｌ）×９

リモコンリレー

リモコントランス

１００Ｖ／２４Ｖ

5 6 予備

ＷＣ電気遠赤ヒーター1,500

2P-20AT
ELB

2P-20AT
ELB

MCB
2P-20AT

MCB
2P-20AT

ELB
2P-20AT

2P-20AT
MCB

ELB
2P-20AT

　400

〃 〃
51 52 伝送ユニットリモコントランス

〃 〃
51 52予備 予備

　850

3P-225/125A

60ﾟ

浄化槽排水ポンプ浄化槽ブロワーコンセント

　200

　200

室外機ドレンパンヒーターコンセント 自動ドア

ELB
2P-20AT

〃

R11～R15

R16～R20 R21～R26

R27～R30 R31～R34

（１Ｐ２０Ａ）×３６

ELB
2P-20AT

〃

トイレ呼出表示器 　100

MCB
2P-20AT

〃

　600 待合室２コンセント

待合室１コンセント　600

待合室１・２コンセント　6001,100湯沸室温水器コンセント
MCB

2P-20AT

〃

〃

MCB
2P-20AT

男子ＷＣ温水器コンセント 男子ＷＣコンセント　400

女子ＷＣ温水器コンセント　700

女子ＷＣ温水器コンセント

　700

　700

みんなのトイレ便器他コンセント

みんなのトイレ温水器コンセント　700

　700　500

待合ホール他コンセント 　700

炉室スポットクーラー用コンセント炉室スポットクーラー用コンセント 　800 　800

　500

事務室エアコン　ACR-1 3,000 職員トイレ電気パネルヒーター　500

17,700

ＷＣ電気遠赤ヒーター 1,250

14,900 32,600 VA

負 荷 名 称

負 荷 容 量

回 路 番 号

自家発電機

MCB

31 2 4 5

ELBELB
3P-30AT3P-30AT

炉前ホールＥＨＰ

圧縮機 2.1kW

ELB

2E

A

52-1

ELB
3P-15AT 3P-75AT

燃焼装置電源盤

A B C

ELB

20μF

オイルギヤポンプ 待合ホールＥＨＰ

3P-100AT

EM-CET 38ﾟ

6.69kW(極低温) 7.94kW(極低温)

圧縮機 3.1kW

ELB
3P-30AT

予備

6

待合室１･２ＥＨＰ

7.92kW(極低温)

圧縮機 3.8kW

ELB

MCB

3φ  3W   200V

Ｓ－１ より

ＡＣ

EM-CET 100ﾟ

3P-30AT

炉前ホールＥＨＰ

圧縮機 2.1kW

6.69kW(極低温)

納骨スペースＥＨＰ

5.87kW(極低温)

圧縮機 1.5kW

3P-225/225A

11.0kW

ELB
2P-15AT

操作回路

R・S

MCB

3φ  3W   200V ＡＣ－ＧＣ

EM-CET 38ﾟ

3P-100/100A

D

ELB
2P-15AT

エアコン室内機電源

0.4kW 0.9kW

E

ELB
3P-40AT3P-40AT

オイルギヤポンプ ブザー回路

AC200V

51X 52
1 1

51X
-1

R

COS

切

自手

51X52
-1 -1

51X
-1

BZX
-1

BS

RL GL OL BZ
1
BZX

外部信号

S

１Ｐ　　－　　１

動力制御盤　　　　　　　屋内鋼板製露出型

発電機 より

トイレ他照明・換気扇

みんなのトイレコンセント

女子ＷＣコンセント

コンセント コンセントＡ Ｂ

1φ 2W 　100V

2P-20AT 2P-20AT
MCB MCB

ELB

発電機より

2P-20AT

ＧＣ

EM-CE 8ﾟ-2C

1,0001,000

 1,000  1,000  2,000 VA

電灯分電盤　　　　　　　屋内鋼板製埋込型

１Ｌ　　－　　１ ＧＬ　　－　　１

（市販ボックスに組込）

回 路 番 号

発電機 より

1φ  2W   100V ＧＣ

EM-CE 8ﾟ-2C

ELB
2P-50/30A

ア イ ウ エ オ

DS
切替開閉器

DS
切替開閉器

DS
切替開閉器

DS
切替開閉器

DS
切替開閉器

負 荷 名 称 10 トイレ他照明・換気扇

1L-1より 1L-1へ 1L-1より 1L-1へ 1L-1より 1L-1へ 1L-1より 1L-1へ 1L-1より 1L-1へ

(手動)2P-30A (手動)2P-30A (手動)2P-30A (手動)2P-30A (手動)2P-30A

24.90 kW

発電機切替盤　　　　　　屋内鋼板製埋込型

29 みんなのトイレコンセント 女子ＷＣコンセント 男子ＷＣコンセント363112

端子盤1T-1内コンセント

端子盤1T-1内コンセント
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．
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1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

25 50

機　関警　報

乾燥質量

バッテリー

エンジン

始動時間

装備質量

認　定

１２

５１

６３Ｑ

２６Ｗ

４８Ｔ

５Ｅ

項　目 項　目

シ
ス
テ
ム
デ
｜
タ

（一括）

寒冷地仕様(－15℃～40℃) ※４方向エネルギー平均

機側１ｍ、高さ１．２ｍ　半自由音場下による

－１

形　式

容　量

電　圧

電　流

周波数

回転速度

相　数

極　数

力　率

励磁方法

耐　熱

クラス

保護方式

冷却方式

２００Ｖ

５０Ｈｚ

８０％

ブラシレス

電機子：１５５（Ｆ）　界磁：１８０（Ｈ）

電機子：１５５（Ｆ）　界磁：１５５（Ｆ）

半導体式全自動充電

７５ｄＢ（Ａ）以下

５Ｙ７／１　半ツヤ

機　種　名　称

発電機

充電方式

キュービクル

単相電源

発電機

励磁機

騒音値　※

塗装色

形　式

燃焼方式

定格出力

回転速度

総排気量

冷却方式

冷却水量

始動方式

使　用
燃　料

潤滑油量（全量／有効量）

ラジエーターファン排風量

種　類

搭載タンク容量

燃料消費量

種　類

容　量

直接噴射式

ラジエーター冷却

セルモーターによる電気始動

軽油

ＲＥＨ

ＤＣ２４Ｖ－２４ＡＨ

４０秒以内

（一社）日本内燃力発電設備協会

－１

立形水冷４サイクルディーゼル機関横軸回転界磁形同期発電機 運転可能／運転中

自動／試験

遠方／手元

発電／商用

始動

充電中

停止

故障

運転可能時間

発電出力

発電電圧

発電電流

燃料残油量

バッテリー電圧

パッケージ内部温度

積算運転時間

保守運転日

回転速度

状
　
態

主回路遮断 外部信号
自動停止

警報表示灯デバイス

３３ＱＬ

項　　目

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過回転（過速度）

始　動　渋　滞

過　電　流

緊　急　停　止

86X

84

523

522

HX

HY

SMRM

MR1 MX2

Y X

R1

S1

R

S

T

X

Y

Z

遠隔通信端末

RS422

6-5

TDH

84G

ECU

F ～
V

７セグメントＬＥＤ　デジタル表示（切替式）

A
～

5-1 5-2

A4A3

51

A2

CT

A1MCCB-G1

ECU

4-84-7

TCR
TC

RM SM

XL

YL
充電器回路

A-6 A-2

RE
LA
Y 

UN
IT

27R

R1

S1

X

Y

Z

R

S

T

商用電源

負荷電源

発電機電源
(単相100V)

841

842

861

862

発電

故障一括

MCCB-G2

HX

HY

MCCB-H

Z1

Z2

521

83G

83R
522

521

523

負荷商用
負荷発電

U V W
CN
1-
4

CN
1-

6

CN
1-

5

AVR

CN1-3
CN1-2

Ｆ１

Ｆ２

F1 F2

EX GS

U0

V0

U

V

W

U V W

VU

6-96-7 ヒータ電源

要目表 遠隔通信項目

保護装置一覧表

※　メーカーによる遠隔通信端末を装備するものとする。

・「遠隔通信項目」をＷｅｂ閲覧する場合は、ユーザー登録を必要とする。

・ユーザー登録すると２４時間３６５日、メーカー窓口での受付を可能とする。

・メーカーによる遠隔監視が必要な場合は、別途有償契約とする。

※　設置場所の通信状況によっては別途延長配線が必要、または通信できない場合がある。

※　遠隔通信項目の項目名称は参考とする。

結線図

83G 83R
C-14 C-13C-15 C-16

Ｅ-０４

３０００ｍｉｎ

三相３線

２極

保護形（ＩＰ２０）

自由通流形（ＩＣ０１）

３０００ｍｉｎ

１９８Ｌ　搭載増量タンク

３

油 面 低 下

RELAY UNIT RELAY UNIT
83G83R

MR2 MX1

12
02

50
0

50A
監視窓

10
0

吸気 排風

燃料タンクドレン

4-φ20穴

1400
1310

592.3 80

排気出口

R654 R654

390 1420

2482

17
02

GL 45

砕石Ｃ－４０

1700

45

ＧＥＮ側

電線立上リ位置

85
5

43
5

25
0

17
0

４－Ｍ１６用穴

操作面側

共通台床

1310

1700

195
150

195
65

ＥＮＧ側

11
00

12
2.
5

12
2.

5

765

入線口

裏面扉据置式

900
855

1100

砕石Ｃ－４０

GL 20
0

20
0 40

0

15
30

158

1100

砕石Ｃ－４０

GL 20
0

20
0 40

0

※　引き渡し時の燃料は満タン。

自家発電機仕様・外形図

発電設備外形図（Ｓ＝１／２５）（屋外仕様）

基礎及び電線立上がり位置図（Ｓ＝１／２５）

基礎は本工事

基礎は本工事

ＡＰ４５Ｃ－５ＴＧ（屋外）　長時間形

３９ｋＶＡ　以上

３１.２ｋＷ　以上

１１３Ａ

単相１００Ｖ（３.０ｋＷ）

４０.８ｋＷ　以上

１.９９５Ｌ

５.６Ｌ

１０.７Ｌ／ｈ

８.６／５.６Ｌ

７５ｍ 　／ｍｉｎ

１０７７ｋｇ

９００ｋｇ



A1 A3
TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

(1)

(2)

対象負荷機器

様式　 　のとおり

発電機   　特性

xd'g

=

△E

=

KG3

=

KG4

=

ηg =

(3) 原動機   　特性

ａ

=ε

=γ

=

(4) 負荷機器

**D =

**d =

(1)

(2)

種　　類

形式番号

(3) 発電機出力

定格出力

定格電圧

定格力率

極　　　数

定格周波数

定格回転速度

(4) 原動機出力

定格回転速度

(5) 整合比

0.150

0.250

1.000

1.000

1.000

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ(長時間形)

軽油

-2

kVA

V

極

Hz

min

kW

min

-1

-1

屋外用ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式長時間形

1.100

1.650

0.250

番

号 負荷機器名称

消

防

設

備

記

号

台

数

算  出

換算

入出力

kW

kVA

mi(kW)

出力

始制

動御

方方

式式

                      

グ
ル

プ

単相負荷(kW)

R-S S-T T-R

分負荷
相当

M2の

<A>

M3の

<B>

M'2の

<C>

M'3の

<D>

<A>の値
が最大と
なる
mi=M2=

出力
Mp(kW)

<B>の値
が最大と
なる
mi=M3=

選定 選定 選定 選定

<C>の値
が最大と
なる
mi=M'2=

<D>の値
が最大と
なる
mi=M'3=

選

定

最大値 : A=    0.00
次の値 : B=    0.00
最小値 : C=    0.00

需

要

率

di

<A>:=ks/Z'm×mi
（ただしエレベーター負荷のときは、各式にUv/nを掛けた値とする。）

<B>:=｛ks/Z'm-d/(ηb×cosθb)｝×mi <C>:={ks/Z'm×cosθs-(ε-ａ)×d/ηb}×mi
グループ欄が"単"の場合は、単機での始動を示す。

<D>:=(ks/Z'm×cosθs-d/ηb)×mi

自　家　発　電　設　備　出　力　計　算　書

北部斎場大規模改修工事

－

 L －

－

 L －

－

 L －

－

 L

 L

 L

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

単

単

単

単

単

単

単

MLT   1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00     0.00     0.00

特性等 自家発電設備

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

－ －

{         PS  }

Ｅ-０５

0.125 3,000

50

 2

3,000

   200

 0.800

－

 L －

－

 L －

－

 L －

－

 L

 L

 L

単

単

単

単

単

単

単

MLO  

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

 L －

－

 L －

－

 L

単

単

単

単

MLT  

MLO  

VFT  

 1

 1

 1

 1

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

    0.00

  8

  9

 10

 11

 12

 13

 14

 15

 16

 17

 18

MLT

MLO  

MLO  

MLO  

MLT  

MLT  

MLT  

MLO  

MLO  

MLO  

MLO  

MLO  

MLO  

0.75 0.75

0.75 0.75

0.75 0.75

0.75 0.75

0.40

0.40 0.40

0.40

0.40 0.40

0.20

エアコン インバータ圧縮機

オイルギヤポンプ

二次燃焼用送風機

二次燃焼用送風機

エジェクタファン

エジェクタファン

チェーンブロック

チェーンブロック

給油ポンプ

オイルポンプ

台車冷却ファン

台車冷却ファン

再燃バーナ

再燃バーナ

再燃バーナ

再燃バーナ

主燃バーナ

主燃バーナ

0.20

0.20 0.20

0.40

0.40 0.40

0.40 0.40

0.40

0.40

0.40

0.40

0.40 0.40

3.10 3.10

 L

 L

 L

0.40

1.501.501.501.50

0.75

0.75

0.40

0.40

0.40

0.40

0.20

0.20

0.40

0.40

0.40

0.40

3.10

0.40

0.75

0.75

 2.86

 0.00

 2.86

 2.86

 2.86

 6.25

 2.86

 2.86

 2.86

 2.86

 2.86

 1.43

 1.43  0.81

 0.81

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

 1.49

RE1

RE2

RE3

RE

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

原動機計算

出力　　E'

整　合

原動機定格

出力　　E

RE1

RE2

RE3

RE

E = (kW)

自家発電設備の出力

1

ηg
= )

ηL

1
) )

1
×

1
)

=
1

ε
×

fv2

ηg'
× ε -

d

ηb
×

Z'm

ks
× cosθs

K

M'2
}

=
1

× -× )

=

=
γ

1
×

ηg'

fv3
×

ηb

d
×

Z'm

ks
× ×cosθs })

K

M'3

= × × × × }) ×

=

= > = RE1,RE2,RE3のうち最大値

E' = RE × K = × = (kW)

MR' = × =
G

E' ηg × =
×

MR' = E* =

MR  =

G  = (kVA) 力率 =
E = (kW)

1.000

1.000
1.000 0.250

1.100

1

0.800

0.800 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ(長時間形)                  

K

M'3

( × D × ( = ( × ( =

{ ( a ) × ( ×

{ ( ×

{ ( 1 - +

{ ( 1 - +

RE<

× cosθg

(PS)

(kW)

1 -
M'2

K
) +

( 1 - )×

+ × × }

定常負荷出力係数

許容回転速度変動出力係数

許容最大出力係数

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

発電機計算出力 G' 発電機定格出力 G(kVA) (kVA)

備　考：GはG'の値の95％以上の値とする。

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

エレベーター

1

ηL
= ×

1
=

1
× × ×

1
=

△P + - 2 × =

u =
(

△P
=

( - )
=

Sf 1 +
K

△P
+ ( )

= )  × ( 1 - 3 ×+ (1 + + 3 × )   =

( )

=
△E

( 1 - △E )
× xd'g × 

ks

Z'm
×

K

M2

( 1 -
= × ×

)
× =

fv1
=

KG3
× {

d

(ηb
× ( 1 -

K

M3
) + × }

× {=
( )

× ( 1 - ) + × }
×

=

1
=

K
×

1

KG4
× (H

ηi×cosθi

Ai
)

× (× )  + (

※ Σ (
R6i

ηi
} + { }

- ) × ( 1 - 3 × + 3 × )=

RG< > =

=

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

G' = RG × K = × = G =

1.000 1.000
0.800

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00

0.00
1.000

1.000 1.000 1.000

無 0

1.000

0.00 0.00 1.000 1.000
1 1

K

△P

Z'm

ks

K

M3

cosθg
D × Sf ×

= A + B - 2C =

= × ( 1 - 3u + 3u )

A - C )

Σ -
Ci

ηi×cosθi
× ( 1 - 3u + 3u )

× cosθb)

- RAF +( ×Σ

× hki

× cosθi
× hph

2)

H = hb ×

+
Bi

ηi×cosθi
Σ

=

Σ ( )
R3i × hki

ηi × cosθi
{ )

定常負荷出力係数

許容電圧降下出力係数

短時間過電流耐力出力係数

許容逆相電流出力係数

  0.00   0.00

0.120

 0.120

 0.150

 1.000

  0.120

 1.000

0.120

2

3

1.000

 1.000

 1.000

0.250

0.250 1.000

 1.000

  1.000
0.600

1.000
0.600

0.125
 13.10

  1.50
0.358

自家発電設備出力計算シート（発電機）

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

自家発電機出力計算書

0.823

39.0

40.8 55.5

1.076

AP45C-5TG

2.20

2.20 2.20

2.20

2.20

2.20 18.33

18.33

 2.18

 2.18

 2.18

-1.87 -2.97  0.09

 4.99

 3.04

 2.80 6.25

14.58

14.58  8.88

 8.88

 8.17

 8.17

 6.25

 6.25

 4.99

 4.99

 4.99

 3.04

 3.04

 3.04

 2.80

 2.80

 2.80

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 1.62

 2.18

 2.18

 2.18

 2.18

 2.18

 2.18

負荷出力合計値 K = 14.50

0.786 0.823
1.545

1.545

2.018

  14.50

   2.20

　14.50

　 2.20

 0.777

2.018

2.152
 14.50

  2.20

 14.50
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 0.777

 0.782

 0.782

2.152

2.152 2.152

2.152 14.50  31.20

1.076

0.823

 39.0

 37.91

 55.5

 40.8

0.823
 31.20

  39.0
0.823

 40.8

1.590

 14.50  14.50

1.590

0.475

1.643

0.546

1.19
 14.50

0.546

1.643

1.650 0.777 0.755  14.50  14.50

  2.20  2.20

0.786

1.643 14.50 23.82  39.0

1.6431.643
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2 22
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2

2 2
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 1.09
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水場
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0
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0

1,000

男子WC

炉室

納骨スペース

玄関ポーチ

職員ﾄｲﾚ

湯沸室 SK

多目的室

物入
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0
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0
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0
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0

洗

ﾛｯｶｰ

屋根軒先

Ｍ

消

風除室

炉前ホール

待合室２

待合室１ 待合ホール

みんなのトイレ

ポット、レンジ

事務室増築

オイルタンク室

倉庫

消

消

消

消

消

女子WC

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

A1 A3

※改修部はFL±０とする。

消：消火器10型を示す。表示板共

改修平面図　S=1/100 増築床面積　31.96㎡
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
幹線・動力・冷暖房配線設備図

北部斎場大規模改修工事

Ｅ-０６

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

ED ED(ELB)

EM-IE 14゜
(PF16)EM-IE 14゜

(PF16)

EM-IE 14ﾟ×2　ED

金属ダクト

1P-1

GL-1

新設
発電機

EM-CET 100ﾟ 3φ ACEM-CET 60ﾟ 1φ AC

EM-CET 38ﾟ EM-IE 5.5ﾟ  1P-1～発電機　    3φ　    AC
EM-CET 38ﾟ　           発電機～1P-1　    3φ　    AC-GC 
EM-CE 8ﾟ-2C              〃　～1L-1　　  1φ100V　GC 

SS 400x400x200 (SUSWP)

EM-CET 38ﾟ EM-IE 5.5ﾟ (FEP50) 1P-1～発電機　3φ      AC
EM-CET 38ﾟ　          (FEP50) 発電機～1P-1　3φ      AC-GC 
EM-CE 8ﾟ-2C　　　　   (FEP30)　〃　 ～1L-1　1φ100V  GC

立下げ部分
(VE54,VE54,VE28)
異種管接続

壁貫通・補修100φ

ACP-5 ACP-4

下 ACR-1
上

ACP-1

ACP-2
下

ACP-3
上

CVT 22ﾟ E 5.5ﾟ

Ｂ

8 8
Ｃ5

1

3

4

2

E

名　　　　称記　号

ケーブル引出プレート

備　　　　　考

〔凡例〕

5.5

特記なき配線は下記による。

EM-EEF 2.0-3C  　　　   壁内保護管(PF22)

EM-EEF 2.0-3C EM-IE 2.0 　　〃    (PF22)

5.
5

ACP-1

ACP-2

ACP-2

ACP-3

ACP-3

ACP-4 ACP-4

ACP-5

ACP-5

2

8

EM-CE 5.5ﾟ-3C EM-IE 2.0　　 〃　　(PF28)

EM-CE 8ﾟ-3C   EM-IE 2.0　　 〃　　(PF28)

Th

ＥＨ

ＥＨ

Th

Th

Ｅ
Ｈ

Ｅ
Ｈ

Th

Ｅ
Ｈ

3

4

5

〔特記〕

１.オイルギヤポンプの制御について、監督員・機械設備担当者と

　 協議を行い、確認の上施工のこと。

主燃バーナー　　　0.75kW×2台＝1.50kW　
再燃バーナー　　　0.40kW×4台＝1.60kW
台車冷却ファン　　0.20kW×2台＝0.40kW
オイルポンプ　　　0.40kW×1台＝0.40kW
給油ポンプ　　　　0.40kW×1台＝0.40kW

チェンブロック　　0.40kW×2台＝0.80kW
エジェクタファン　2.20kW×2台＝4.40kW
二次燃焼用送風機　0.75kW×2台＝1.50kW
 計　　　　　　 　11.0kW

別途燃焼装置電源盤

別途燃焼装置電源盤内訳

埋込コンセントE 2P-20A･E付

ケーブルラック ZM200A

立上りケーブルラック ZM500A

ケーブルラック ZM500A

(E51)

壁貫通・補修100φ×2
耐火処理100φ×2

EM-CET 100ﾟ   S-1～1P-1  　 3φ　    AC 
EM-CE 8ﾟ-2C　 発電機～1L-1  1φ100V　GC 

5.
5

壁貫通・補修100φ×2

温度サーモ 取付・BOX電気工事（電気ﾋｰﾀｰ付属品）Th

5.
5

1L-1

EM-EEF 2.0-2C×2 (PF22)×5　100V 5回路 
EM-IE　2.0         ED

1

Ｄ

Ａ



A1 A3
TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

－ － 照明器具姿図

ＬＥＤ３２.５Ｗ　（5200lm型 ） ＬＥＤ３２.５Ｗ　（5200lm型 ）ＬＥＤ２４.９Ｗ　（4000lm型 ）Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

Ｓ

LZB-92585XW_W 同等品 LZB-93058XW_W 同等品
LSS9-4-48N LSS9-4-37N

照明器具姿図

ＬＥＤ１３.４Ｗ

DDL-4971AWG 同等品
施工寸法 φ100mm H=80mm
色温度3500K Ra83
定格光束1300lm

施工寸法φ75 H=80mm
色温度 5000K Ra83
定格光束 450lm

ＬＥＤ４.６Ｗ

DDL-5113AW 同等品
施工寸法 □100mm H=80mm
色温度3500K Ra83
定格光束700lm

ＬＥＤ７.６Ｗ（ＷＰ）

寸法 巾25 長1500 高32mm

ＬＥＤ２１Ｗ（間接照明）L=1500

寸法 巾25 長1200 高32mm
DDL-5597WW 同等品

色温度5000K Ra83
寸法 □470 埋込穴□450 埋込深88 出6㎜

定格光束6000lm

LZB-92570WWE 同等品

ＬＥＤ４４ＷＬＥＤ４５.５Ｗ

LZB-93399AW 同等品

色温度3500K Ra93
定格光束6200lm

寸法 径□500 高59mm 寸法 径□500 高59mm

ＬＥＤ４５.５Ｗ

定格光束6400lm
色温度5000K Ra93

LZB-93399WW 同等品

DBK-40352Y 同等品
寸法 巾65 高460 出115mm

定格光束460lm
色温度2700K Ra83

ＬＥＤ９.２Ｗ

寸法 巾108 高213 出147mm
DBK-42010YG 同等品

定格光束495lm 定格光束370lm
色温度2700K Ra83

寸法 径□100 出80mm
DBK-39945Y 同等品

色温度2700K Ra83
寸法 巾122　高128　出125ｍｍ
LZK-91650YC 同等品

定格光束310lm
色温度2700K Ra82 色温度3500K Ra95

寸法 巾590 高40 出70mm

定格光束940lm

DCL-40599W 同等品
寸法 巾110 長465 高45mm
色温度5000K Ra83
定格光束680lm

DBK-40424A 同等品

ＬＥＤ６.９Ｗ ＬＥＤ６.５Ｗ ＬＥＤ４.２Ｗ ＬＥＤ１１Ｗ ＬＥＤ８.３Ｗ

色温度5000K Ra83
定格光束830lm

DCL-40997W 同等品
寸法 巾65 長485 高94mm

ＬＥＤ８.３Ｗ

色温度2700K Ra83
定格光束370m

寸法 巾130 高150 出165mm
DWP-39654Y 同等品

センサー付

ＬＥＤ４.９Ｗ（ＷＰ）

LZB-92587XW_W

Ｅ-０７

DSY-5574FW 同等品　連結用コネクタ・ケーブル共 DSY-5573FW 同等品　連結用コネクタ・ケーブル共

色温度 Azure～2700K Ra93 色温度 Azure～2700K Ra93
定格光束 2790lm　調色調光(PWM調色調光)

ＬＥＤ１７.２Ｗ（間接照明）L=1200

定格光束2230lm　調色調光(PWM調色調光)
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※改修部はFL±０とする。

消：消火器10型を示す。表示板共

改修平面図　S=1/100 増築床面積　31.96㎡
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
電灯設備図

北部斎場大規模改修工事

Ｅ-０８

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

1L-1

RASDF

RASDF

RASDF

RASDF

SL

SL

SL

SL

SLSL

4L2L

2L

CPEE-S

CP
EE
-S

CPEE-S

CPEE-S

4L

CPEE-S

2L

2L

2L

2L

CP
EE
-S

CP
EE

-S
CP
EE
-S

2+ｸﾞﾙｰﾌﾟ2L

CPEE-S
15L

RASDF

Ａ×４

Ｆ×６

Ｂ

Ｂ

Ｃ×３

Ｃ

Ｃ

Ｅ×６

Ｅ×６

Ｄ×７

Ｉ×６

Ｉ×２

Ｈ×４

Ｈ×４

Ｈ×４ Ｈ×２

Ｈ×３

Ｈ

Ｈ×４

Ｈ×４

Ｒ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｓ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｍ×２

Ｎ×２Ｏ×２

Ｇ×４
Ｊ×８
Ｋ×１８

Ｇ×１１

RAS
DF

ＨRASDF

1

1 R2

R1

R4

2

R32

R62

2 R5

3R7

3

R8

4

R10

3

R9

4

R14

4R11

4

R12

44 R14R15

55

R20 R16

R17

5

R18

5

5

R19

6

6

6

6

R22

R21

R23

6

R25

R26

6

R24

7

7

7

7

R27

R28

R29

R30

8

8

8

8

R34

R33

R32

R31

9

10

11

壁貫通･補修50φ

RASDF

SL

名　　　　称記　号

1P-15A

フル2線式リモコン

取付・BOX本工事（換気扇付属品）

親器,天井埋込形,3A,広角検知

レースウェイ用

2P-15A×2,E付

埋込スイッチ

　　〃

換気扇用スイッチ

熱線センサー付自動スイッチ

操作ユニット

ジャンクションボックス

入線カバー

備　　　　　考

〔凡例〕

切・自動・連続入　2回路

CPEE-S

CPEE-S

特記なき配線は下記による。

EM-EEF 2.0-2C　壁内保護管(PF16)

EM-EEF 2.0-3C　　　〃　　(PF22)

EM-EEF 1.6-2C　　　〃　　(PF16)

EM-EEF 1.6-3C　　　〃　　(PF22)

EM-EEF 1.6-3C×2 　〃　　(PF22)

EM-EEF 2.0-2C　露出サドル止め

EM-EEF 1.6-2C　　　〃

EM-EEF 1.6-3C　　　〃

EM-CPEE-S 0.9-1P　露出サドル止め

レースウェイ 45×60 EM-EEF 2.0-2C

EM-CPEE-S 0.9-1P　壁内保護管(PF16)

EM-EEF 1.6-2C＋3C　〃

Ｎ

Ｎ

Ｊ

Ｊ

SL

4
R13

CP
EE
-S

　　〃 PMM信号制御調光

EEF+CPEE-S

EEF+CPEE-S

EEF+CPEE-S

EM-EEF 1.6-2C     壁内保護管(PF16)
CPEE-S 0.9-1P　　　 〃　　  (PF16)

EEF+CPEE-S

AC-GC

〔特記〕

１.リモコンスイッチの点滅区分について監督員・現地担当者と協議を行い、

　 施工のこと

２."AC-GC"の表示のある回路は、発電機切替盤GL-1にて停電時に発電機電源

　 を使用出来る旨を表す。

　 

GL-1
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※改修部はFL±０とする。

消：消火器10型を示す。表示板共

改修平面図　S=1/100 増築床面積　31.96㎡
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．
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　．　　．

2

1
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5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

コンセント設備図

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事

Ｅ-０９

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

1L-1

2EET

2EET 2E

2 2EET

2EET

2EET
2

2

2

2

2EET 2EET

2

2

2

22

2EWP

22
2

2

2

2

2

2

2EET 2EET

2EET 2EET 2EG

2

2EG

2 2

2EG

ポット用×2

ポット用×2

2EET

2EET

温水器用

2EWP

ブロワー用

2EET

温水器用

2EET

2EG

2EET

2EG

温水器用

自動水栓用

自動水栓用

温水器用2EG

温水器用

2 温水器用

自動水栓用

2EET

2EET

温水器用

2EET

温水器用

1T-1

12
13

14

19

15

16

17

18

20

21

22

23 24

25

26

28

27

29

30

31

32

温水器用

自動水栓用

33

34

35

36
37

38

39

40

41

44

2EG

2EG

2EG

Ａ

Ｂ

2EG

2EG

46

PB SS 100x100x100(SUSWP)
EM-CE 3.5ﾟ-3C (FEP30)

以降配置図参照

2

名　　　　称記　号

1P-15A

2P-15A×2

2P-15A･E付×2,ET付

2P-15A･E付×2,通電ランプ付

2P-15A･E付･LK×2,ET付

2P-15A･E付×2

埋込スイッチ

埋込コンセント

　　〃

　　〃

防水コンセント

フロアーコンセント

2

2EET

2EG

2EWP

2E

備　　　　　考

〔凡例〕

自動ドア

45

2EWP

2EWP

2EWP

2EWP

43

特記なき配線は下記による。

EM-EEF 2.0-2C　　壁内保護管　(PF16)

EM-EEF 2.0-3C　　  　〃　　  (PF22)

EM-EEF 2.0-2C　　立下げ露出部(HIVE16)

EM-EEF 2.0-3C　　　　〃　　　(HIVE22)

EM-EEF 2.0-3C　 (PF22)　 床下

〔特記〕

１.記号　　は壁貫通・補修50φを表す。

２.トイレ温水器・自動水栓用コンセントは機械設備担当者と協議を行い、

　 機器仕様に合わせ調整のこと。（温水器と自動水栓は一体型ではなく個別タイプ）

３.コンセント回路で"AC-GC"の表示があるものは、発電機切替盤GL-1にて停電時

　 発電機電源にて使用出来る旨を表す。

　 

47

2EET

2EET

2EWP

2EET

スポットクーラー用

排水ポンプへ

スポットクーラー用

(H
IV

E2
2)

2EG
2EET

42

AC-GC

AC-GC

AC-GC

GL-1
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※改修部はFL±０とする。

消：消火器10型を示す。表示板共

改修平面図　S=1/100 増築床面積　31.96㎡
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
弱電設備図

北部斎場大規模改修工事

Ｅ-１０

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

1T-1

S5C

R

R

S5C

(PF22)×3

ダクト

壁貫通・補修100φ

防雨入線カバー

既存衛星アンテナ再利用

EM-S-5C-FB(既存電線管)に入線

ＮＮ

AE

AE

AE

R

名　　　　称記　号

器具用ﾌﾟﾚｰﾄ1個用,ﾉｽﾞﾙﾁｯﾌﾟ付

フロアー用,ブランク金具付

末端

電話・ＬＡＮ用アウトレット

　　〃

直列ユニット

備　　　　　考

〔凡例〕

特記なき配線は下記による。

AE

AE

S5C

空配管(PF22)　   呼び線入

空配管(PF22)×2　　〃

EM-AE 0.9-2C　壁内保護管(PF16)

EM-AE 0.9-3C  　  〃    (PF16)　

EM-S-5C-FB    　  〃    (PF16)　

露出ｺﾝｾﾝﾄ2E情報2E 露出ｺﾝｾﾝﾄ2E電話 テレビ

スイッチングＨＵＢ
スペース

スペース
モデム・ルーター

保安器スペース10L

BS/110ﾟCS

ブースター
BS/110ﾟCS

20dB(SH-P1)

２分配

１Ｔ　　－　　１

弱電機器収容箱 　　　　 屋内鋼板製埋込型

電源電圧

形　　状

材　　質

窓　  数

表示方式 呼出音と表示窓点灯

１窓

SPCC t1.2

壁取付形

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ 埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

樹脂

呼出確認表示灯付、ひも式・押ボタン式両用

引きひも 60cm(調節可)

防まつ形(JIS C 0920 4級相当)

備　　考

材　　質

形　　状

トイレ用押ボタンＮ

25
0

380 60

8

12
0

70 10.5

呼出

形　　状

材　　質

形　　状

材　　質

表 示 灯

備    考

埋込形（ＪＩＳ２個用スイッチボックス）

パネル：樹脂、ランプカバー：ボリカーボネート

赤色（ＬＥＤ）

ブザー付

樹脂

埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

ブザー付廊下灯 復旧ボタン

12
0

13

１窓用呼出表示器

誘導支援機器姿図

12
0

116 27 70

5.5ﾟ(PF16)

EDt
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A1 A3

※改修部はFL±０とする。

消：消火器10型を示す。表示板共

改修平面図　S=1/100 増築床面積　31.96㎡
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
誘導標識・非常警報設備図

北部斎場大規模改修工事

Ｅ-１１

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

1L-1

ＢＦ

ＢＦ

ＦＢ

非常警報複合装置参考姿図

非常警報設備複合装置埋込型内器

その他 パナソニックBG70231H相当品（フラット型）

電源 AC100V 50/60Hz

消費電力

使用温度範囲

質量

非常電源

音響装置 サイレン音90dB以上　ＤＣ3.3Ｖ　約300ｍＡ

DC6V 0.29Ah ニッケルカドニウム蓄電池

警戒時最大：4.5VA 警報時最大：5.5VA

０～＋４０℃

750ｇ

埋込ボックス ＪＩＳ５個用スイッチボックス

3010

21
0

27
4

64

66

140

30
0

60

高輝度蓄光式誘導標識　避難口Ｓ級

認定番号：HP-048号

SSN805同等品 120mm×120mm

非

HP+EEF

HP+EEF

特記なき配線は下記による。

EM-EEF 2.0-3C 壁内保護管(PF22)

EM-HP 0.9-2C + EM-EEF 2.0-3C 壁内保護管(PF16)+(PF22)

誘導標識参考姿図
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仮設廊下(木造屋根付き)15.68㎡

仮設待合室(鉄骨造)

76.34㎡

外部足場

既存浄化槽

既存建物（ＲＣ造）

既存電灯盤

既存電線に結線

A3A1

Ｓ

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

R 7 年 3月　 日

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
図面番号

設計番号

5

4

3

1

2

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　年　月　日 承　認確　認改　　　　　定

製　　　図検　　　図承　　　認

11

縮　尺 TATE SEKKEI

館　設計有限会社 一級建築士事務所

図　　　名

工　事　名

TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

Ｗ

Ｅ

Ｎ

100 200 仮設電気設備図

仮設建物引込ケーブルに結線

新設引込コンクリート柱

新設引込開閉器盤Ｓ－１

DV-3R 3×22ﾟ

配置図　S=1/100

AA AA AA AA AA

防水スイッチ 1P-15A

EM-EEF 1.6-3C EM-EEF 1.6-3C EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-3C

分電盤

ＡＡ ＬＥＤ９.２Ｗ（ＷＰ）

DWP-40823A同等品

定格光束630lm
色温度3500K Ra83

既存動力盤

DV-3R 3×22ﾟ　1φ
DV-3R 3×22ﾟ　3φ

既存 22ﾟ×3  1φ
既存 22ﾟ×3  3φ
既存 IV 14ﾟ　ED 既存 22ﾟ×3 E 8ﾟ

ＡＡ×５

立上り EM-CET 22ﾟ×3

Ｅ-１２



Ｍ

玄関ポーチ

石庭

納骨スペース

倉庫

オイルタンク室

ボイラー室

炉室

風除室

炉前ホール

事務室

和室６帖

待合ホール

男子WC
湯沸室

女子WC倉庫

和室８帖

和室８帖

地下タンク

ｳﾒｺﾐ

ｳﾒｺﾐ

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

A1 A3

既存平面図　S=1/100
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2
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5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北部斎場大規模改修工事

Ｅ-１３

R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

電気設備撤去図

備　　　考

撤去（再使用ナシ）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

 〃 （　　〃　　）

記　号 名　　　称

ﾁｪｰﾝ吊

ｳﾒｺﾐ

ｳﾒｺﾐ

ｳﾒｺﾐ

ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ

ｳﾒｺﾐ

ｺｰﾄﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ

ｺｰﾄﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ

ダウンライト

ブラケットライト

露出型蛍光灯 FL20W-1

壁付蛍光灯 FL20W-1

露出型蛍光灯 FL40W-1

チェーン吊蛍光灯 FL40W-1

埋込型蛍光灯 FL40W-1

埋込型蛍光灯 FL40W-2

埋込型蛍光灯 FL40W-3

埋込型蛍光灯 FL40W-4

コード吊蛍光灯 FCL32W＋30W

シャンデリア IL100W

コード吊蛍光灯 FCL40W＋32W＋30W

LD 漏電警報器

埋込型蛍光灯 FL20W-1  〃 （　　〃　　）
ｳﾒｺﾐ

〔凡例〕

〔特記〕

１.配線器具、二次側配線等撤去は、建築工事一括撤去とします。

２.仮設工事で設置したケーブル・器具類も撤去・処分する。

３.発生材処分は、許可処分場にて適切に処理すること。

LD

LD

ＢＦ

Ｂ
Ｆ

22ﾟ×3 E 14ﾟ (E39)
22ﾟ×3       (E39)
2.0×4 　　　(E25) 

引込開閉器盤(鋼板製) 
1φ3W MCB 3P-100A 
3φ3W MCB 3P-100A
WHM×2

保安器盤(鋼板製) 
3ヶ用 

引込廻り金属管、腕金、
金物、ボックス、ケーブル 

発電機(デンヨー13LS) 
3φ3W 10.5kVA(50Hz)

商用・発電機電源切換盤(プラスチック製) 
DS 3P-100A、MCB 3P-100A

ｺｰﾄﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ

ｺｰﾄﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ

ｳﾒｺﾐ
ｳﾒｺﾐ ｳﾒｺﾐ

ｺｰﾄﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ

ｳﾒｺﾐｳﾒｺﾐ ｳﾒｺﾐ 1L-1

ｳﾒｺﾐ ｳﾒｺﾐ

鋼板製埋込型 
主幹3P-100A
分岐16回路

ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ

ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ

ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ

ﾁｪｰﾝ吊

鋼板製露出型
主幹　　　　　　ELB 3P-100A 
炉機器用開閉器  MCB 3P-60A 
ｵｲﾙｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟ用   MCB 3P-15A 
 　〃　　　　 　マグネット 
   〃　　　　 　COS、表示灯(R･G)
温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ用 MCB 3P-20A 
 　〃　　　　　 マグネット 
   〃　　　　　 PB(ON,OFF)、表示灯(R･G)
汚物炉用開閉器　MCB 3P-60A 
予備開閉器　　　MCB 3P-20A 
電源ランプ(W)　　　　　　　

14ﾟ×3 E 8ﾟ (E31)　

燃焼装置電源盤

（別途）

ﾁｪｰﾝ吊 ﾁｪｰﾝ吊 ﾁｪｰﾝ吊

1P-1

撤去、再使用ナシ撤去（再使用ナシ）撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）

撤去（再使用ナシ）
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